
 
 

「
た
ま
に
は
モ

ー

ニ

ン

グ

で

も
」
と
喫
茶
店

に
久
々
に
行
く

と
、
連
れ
合
い

   （１） 
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が
「
４
０
円
値
上
が
っ
て
い

る
」
と
。
途
端
に
、
コ
ー
ヒ

ー
の
味
が
苦
々
し
く
な
っ
て

く
る
▼
猛
暑
の
中
、
こ
の
「
異

常
気
象
」
で
、
地
球
は
大
丈

夫
な
の
か
と
心
配
に
な
る
。

一
方
で
戦
争
が
終
わ
り
そ
う

も
な
い
状
態
が
続
い
て
い

る
。
▼
何
よ
り
も
こ
の
国
は

大
丈
夫
な
の
か
と
、
こ
ち
ら

も
心
配
で
あ
る
。
地
球
温
暖

化
、
核
兵
器
反
対
条
約
、
高

騰
を
続
け
る
物
価
、
上
が
ら

な
い
賃
金
な
ど
な
ど
国
際
レ

ベ
ル
に
満
た
な
い
も
の
ば
か

り
で
あ
る
▼
「
健
康
で
文
化

的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営

む
権
利
」
、
投
票
に
つ
い
て

「
国
民
固
有
の
権
利
」。
せ
っ

か
く
あ
る
も
の
を
、
実
現
に

向
け
て
使
わ
な
い
の
は
も
っ

た
い
な
い
。
使
わ
な
い
こ
と

で
喜
ぶ
の
は
誰
な
の
か
を
考

え
れ
ば
▼
今
度
、
い
つ
行
け

る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
程
よ

い
苦
み
の
あ
る
、
心
落
ち
行

く
コ
ー
ヒ
ー
を
ゆ
っ
く
り
と

味
わ
え
た
な
ら
ば
、
と
思
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
Ｙ
） 

 

松
原
書
記
長
か
ら
全
国
大
会

議
案
に
対
す
る
東
京
地
本
の
見

解
、
議
案
を
支
持
す
る
立
場
か

ら
補
強
意
見
が
説
明
さ
れ
ま
し

た
。 

 

そ
の
主
な
内
容
と
し
て
、「
最

低
賃
金
ど
こ
で
も
誰
で
も
１
５

０
０
円
」
の
取
り
組
み
、
深
夜

帯
か
ら
昼
間
帯
に
移
り
給
与
減

に
対
す
る
生
活
で
き
る
賃
金
の

要
求
、
本
部
作
成
の
制
度
改
悪

反
対
ビ
ラ
の
地
本
の
配
布
行

動
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

組
拡
の
取
り
組
み
の
強
化
、
早

急
な
大
幅
増
員
求
め
る
取
り
組

み
の
必
要
性
、「
リ
モ
カ
フ
ェ
✩

ゆ
う
ゆ
う
」
へ
の
参
加
な
ど
が

提
起
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
を
受
け
て
地
方
委
員
に

よ
る
議
論
に
入
っ
て
い
き
ま
し

た
。 翌

配
体
制
見
直
し
に
よ
る
問

題
点
と
し
て
、
大
局
で
は
部
署

に
よ
っ
て
期
間
雇
用
社
員
数
十

名
単
位
で
の
異
動
、
ま
た
、
集

配
局
で
は
土
曜
日
の
厳
し
い
業

務
が
超
勤
対
応
に
な
っ
て
い

る
。
超
勤
解
消
対
策
と
し
て
、

前
日
区
分
、
組
み
立
て
の
時
間

外
で
の
作
業
の
制
限
。 

一
人
一
人
の
労
働
密
度
が
濃

く
な
っ
て
い
る
。「
Ｊ
Ｐ
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
２
５
」
で
は
郵
便
部
門

３
万
人
削
減
と
あ
り
、
自
然
減

と
新
規
採
用
の
調
整
の
た
め
、

要
員
不
足
が
常
態
化
し
、
他
部

署
、
他
班
応
援
で
は
対
応
で
き

な
い
状
態
。
超
勤
が
増
え
続
け
、

交
通
事
故
や
郵
便
事
故
が
増
加

し
て
い
る
。 

４
月
か
ら
の
「
準
備
時
間
」

で
の
手
当
の
削
減
、
深
夜
勤
務

の
削
減
に
よ
る
給
与
の
減
、
調

整
勤
務
の
増
、
特
例
休
息
の
考

慮
を
。
新
一
般
職
の
安
い
給
与

に
よ
る
将
来
不
安
、
４
月
の
異

動
に
よ
る
転
勤
先
で
の
慣
れ
な

い
作
業
で
超
勤
が
増
え
、
体
調

を
崩
し
、
休
む
ケ
ー
ス
も
。 

７
年
連
続
の
ベ
ア
ゼ
ロ
の
一

方
で
、
膨
大
な
不
動
産
へ
投
資

の
問
題
、
当
初
ス
ト
ラ
イ
キ
参

加
に
躊
躇
し
て
い
た
組
合
員
、

話
し
合
い
を
通
じ
参
加
で
き
た

こ
と
な
ど
の
経
験
。 

均
等
待
遇
、
ま
だ
ま
だ
問
題

は
山
済
み
、
こ
れ
か
ら
も
処
遇

改
善
を
進
め
る
必
要
。
ユ
ニ
オ

ン
組
合
員
だ
け
が
正
社
員
登
用

か
ら
外
さ
れ
て
い
る
差
別
の
実

態
。 組

織
拡
大
で
は
近
畿
地
本
の

例
を
参
考
に
、
苦
情
処
理
会
議

の
活
用
を
し
て
い
く
。
そ
の
た

め
に
は
、
ス
キ
ル
を
下
げ
ら
れ

た
社
員
と
の
対
話
に
大
き
な
意

味
が
あ
る
。
今
の
時
期
は
正
社

員
８
月
、
２
月
は
期
間
雇
用
社

員
が
対
象
月
で
、
各
職
場
で
点

検
活
動
お
こ
な
う
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
全
国
大
会
は
東
京
地
本
と

し
て
も
大
き
な
節
目
の
大
会
と

な
る
事
で
し
ょ
う
。
団
結
し
て

誰
も
が
働
き
や
す
い
職
場
を
作

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

ま
た
、
松
原
書
記
長
か
ら
ブ

ロ
ッ
ク
再
編
の
提
案
が
出
さ

れ
、
８
月
の
定
期
大
会
で
正
式

に
承
認
を
求
め
て
い
く
事
に
な

り
ま
す
。 

６
月
２
３
日
、
大
塚
の
東
部
区
民
事
務
所
で
、
第
１
８
回
地
方
委
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
方
委
員
３
分
の
２
以
上
の
参
加
で
委
員
会
成

立
、
議
長
に
小
石
川
支
部
の
阿
部
工
委
員
を
選
出
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

最
初
に
田
中
委
員
長
は
、
７
月
の
参
院
選
挙
で
立
憲
野
党
の
躍
進
が
な

け
れ
ば
日
本
が
戦
争
の
出
来
る
国
家
に
な
る
危
険
が
あ
り
、
必
ず
投
票
に

行
こ
う
と
、
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。 

 

 

 



  
  

６
月
１
５
日
１
８
時
か
ら
、

池
袋
東
口
で
「
急
ご
う
！
賃
金

ア
ッ
プ 

全
国
一
律
最
低
賃

金
」
の
情
宣
が
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

入
り
の
ビ
ラ
配
布
と
プ
ラ
カ
ー

ド
を
掲
げ
て
約
一
時
間
行
わ
れ

ま
し
た
。 

東
京
で
生
活
す
る
に
は
い
く

ら
必
要
な
の
か
調
査
の
結
果
、

最
低
時
給
１
６
６
４
円
～
１
７

５
０
円
が
必
要
。
し
か
も
、
全

国
ど
こ
で
も
ほ
ぼ
同
じ
金
額
。

最
低
で
も
１
５
０
０
円
の
賃
金

は
必
要
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

同
時
に
、
中
小
企
業
支
援
対

策
は
セ
ッ
ト
で
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
。 

「
言
っ
た
っ
て
ム
リ
だ
と
思

っ
て
た
。
で
も
、
も
う
黙
ら
な

い
。
わ
き
ま
え
な
い
。
声
を
あ

げ
れ
ば
変
え
て
い
け
る
。
誰
も

が
生
き
や
す
い
社
会
に
」
を
合

言
葉
に
行
動
し
て
い
こ
う
と
訴

え
て
き
ま
し
た
。
３
５
名
の
参

加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

６
月
１
２
日
、
外
国
人
技
能

実
習
制
度
廃
止
全
国
キ
ャ
ラ
バ

ン
の
集
約
と
し
て
、
上
野
公
園

で
デ
モ
・
集
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
５
月

２
２
日
か
ら
沖
縄
と
北
海
道
を

皮
切
り
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
日
本
の
技
能
、
知
識
を
途

上
国
へ
移
転
さ
せ
る
な
ど
国
際

協
力
を
目
的
と
し
た
「
技
能
実

習
制
度
」
に
よ
り
報
酬
を
伴
う

実
習
を
行
う
外
国
人
で
す
。 

 

し
か
し
技
能
実
習
生
と
し
て

日
本
に
や
っ
て
く
る
労
働
者

が
、
職
場
で
不
当
な
扱
い
を
受

け
た
り
深
刻
な
人
権
侵
害
の
被

害
に
あ
っ
て
い
る
こ
と
が
、
た

び
た
び
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

多
く
の
実
習
生
が
母
国
の
送

り
出
し
機
関
を
通
じ
て
来
日
す

る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
仲

介
手
数
料
や
教
育
費
を
支
払
う

た
め
、
日
本
に
来
る
段
階
で
借

金
を
背
負
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

国
連
か
ら
も
「
人
権
侵
害
の

温
床
」「
人
身
売
買
」
で
あ
る
と

度
重
な
る
指
摘
を
受
け
て
き
ま

し
た
。 

 

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
は
、
労

働
者
が
労
働
者
と
し
て
、
人
間

と
し
て
権
利
と
尊
厳
が
守
ら

れ
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
社

会
を
め
ざ
し
て
全
国
各
地
で

声
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。 

集
会
に
は
、
各
地
の
代
表
が

参
加
し
と
り
く
み
の
報
告
が

さ
れ
ま
し
た
。
６
月
１
３
日
に

は
政
府
へ
制
度
廃
止
を
要
請

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
外
国
人

技
能
実
習
制
度
の
廃
止
を
求

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
！ 

 

（２） 

2022年 7月 1日（金） 

年  月 日（ ） 第  号 

    

当
面
の
行
動
日
程 

 

 

７
月
１
日
（
金
）・
２
日
（
土
）

第
１
１
回
定
期
全
国
大
会 

 

７
日
（
木
）
第
１
２
回 

地
本
執
行
委
員
会 

２
１
日
（
木
）
第
１
３
回 

地
本
執
行
委
員
会 

８
月
４
日
（
木
）
第
１
４
回 

地
本
執
行
委
員
会 

 

１
４
日
（
木
） 

２
０
条
裁
判
集
団
訴
訟 

１
３
時
１
０
分 

 
 
 

 
 

東
京
地
裁
５
１
０ 

 

２
２
日
（
月
） 

２
０
条
裁
判
追
加
訴
訟 

 
 
 
 

１
４
時
３
０
分 

 
 
 

東
京
地
裁
６
３
１ 

２
５
日
（
木
）
第
１
１
回 

東
京
地
方
本
部
定
期
大
会 

 

 ６月２８日、２２年度の中央最低

賃金審議会が開始されるのに併せ

て全労連、全労協は共同の要請行

動を厚労省前で行いました。コロ

ナ禍、物価高騰の中、非正規雇用

労働者の生活は困窮の度を極めて

います。生活実態をきちんと把握

し、「どこでも誰でも最低賃金１５

００円」の実現を強く審議会に求

めました。 
東
リ
の
偽
装
請
負
を
認
定
し
て
「
労
働
契

約
申
し
込
み
み
な
し
制
度
」
の
適
用
に
よ
り

東
リ
と
Ｌ
Ｌ
Ａ
労
組
５
名
と
の
間
の
雇
用
契

約
を
認
め
た
大
阪
高
裁
判
決
が
、
会
社
側
の

上
告
を
最
高
裁
が
棄
却
し
て
確
定
し
ま
し

た
。
ス
タ
ー
ト
集
会
の
冒
頭
、
当
該
か
ら
の

報
告
に
参
加
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起

こ
り
ま
し
た
。 

炎
天
下
の
な
か
、
日
本
製
鉄
を
皮
切
り
に

Ｊ
Ａ
Ｌ
、
サ
ン
ケ
ン
電
気
、
ト
ヨ
タ
本
社
な

ど
９
か
所
で
解
雇
反
対
、
争
議
の
解
決
な
ど

を
求
め
て
一
日
行
動
を
展
開
し
ま
し
た
。 


